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表 4 　プ リ ン ス メ ロ ン ア レ ル ギ
ー

患 者 に お け る
一
r ス

　　 ク メ P ン ，ス イ カ の 実 と 皮 抗 原 の 皮 内 反応

希 釈 倍数

マ ス ク メ ロソ

実 　皮

（一）

12 × L222
× 2213

× 13

ス 　　イ　　 カ

lo
’s
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−5

10
−4

10
’
：

←
一
）

』
〔
一
）

9 × 92D
× 2013

× 1330
× 28

32× 3222Xl240

× 27

実

（
一
）

〔一）

（
一
）

（一）

（
一
）

（一）

（
一
） ！〔

一
）

　 　 一」一一

は み られ なか っ た、また ，プ リ ン ス メ ロ ソ 果実産毛 抗原

陽性者m 例 は 全例ハウス ダ ス ト
， ダ ニ に 対 して 陽性 で あ

っ た，しか し，それ以外 の 抗原 に 対 して は ，10例中 0 例

（ク ロ マ ツ ）
−5 例 （カ ン ジ ダ ） が陽性で あ っ た．一方，

ハ ウス ダス ト陽性者32例中 メ ロ ソ 抗原陽性者は 10例 ， ダ

ニ 抗原陽性者35例中メ ロ ソ 抗原陽性者 は 10例で あ っ た ．

　前項で 服告した プ リソ ス メ P ソ ァ レ ル ギー患者自身で

行っ た 皮内反応 で は ，表 4 に 示 す よ うに ，マ ス ク メ ロ ン

の 実 で は 10
一
牾 液 か ら，マ ス ク メ ロ ソ の 皮 で は 1『 5

倍液

か ら 皮内反応陽性 とな っ た． 一方，ス イ カ の 実と皮は

10
”3

倍液で も皮 内反応陰性で あ っ た．

　2）　寒天免疫拡散法 に よ る 検討

　図 3 に 示す よ うに，抗 メ ロ ン 血 清 とプ リ ソ ス メ ロ ソ 果

実産毛 と の 閙 に は 太 い 沈降線が 1本 ， 細い 沈降線 が 1本

の 計 2 本み られるが，ダニ抗原 との 問に は 全 くみ られな

か っ た．さ らに 図 4 ，図 5 に 示 す よ うに，抗 メ ロ ン 血清

とマ ス タ メ ロ ソ の 実と皮 の 間に は ， プ リソ ス メ ロ ン 産毛

　図 3 ．　ワ サ ギ 抗 メ 卩 ン ∫肚清 と ダ ニ抗原，　メ ロ ソ 産

毛抗原 と の 寒天 免疫拡散法．
　anti 　melon ： ワ サ ギ 抗 メ ロ ン 血 清．

　melQn ： プ リ ン ス メ P ン 果 実 表 面 産 毛 抗 原．
mite ： ダ ニ抗 原 （Dermat ・Phag・ides　farinae）．

　 図 4 ．マ ス ク メ tt ソ の 実お よ び 皮抗 原 と ス イ プ」の

実 お よ び 皮抗 原 と ブ リ ソ ス メ 卩 ン 産 毛 抗 原 と の 寒天

免疫拡 散法 ．

　aP ： ウ サ ギ 抗 メ ロ ソ ［rl清 ．
　Ph ： プ リ ン ス メ ロ ン 果 実 表 面 産 毛 抗原．
Ws ： ス イ カ 皮 抗 原，
Wc ： ス イ カ 実 抗 原，

　Ms ： r ス ク メ ロ ン 皮 抗 原．
Mc ： マ ス ク メ ロ ン 実 抗原，

　図 5 ，プ リ ン ス メ P ン の 産 毛，皮，実 の 寒 天 免疫

拡 散 法．
　aMe ： ウ サ ギ 抗 メ 1コン 血 清．
　Mh ： ブ リ ン ス メ 卩 ン 果 実 裹 面 産 毛 抗 原 ．
　Mc ： プ リ ン ス メ i・ン 実抗原．
　Ms ： プ リ ン ス メ P ン 皮 抗 原，
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n ソ の 実，皮，ス イ カ の 実，皮 抽 出 液 に よ る ブ
］） ン

ス メ ロ ン ア レ ル ギ
ー

患 者 血 清 を 使那 し た Sepharose

4B一メ Ll ン に ょ る　RAST 　inhibition　test．

抗原 との 共通抗原が 2 種類あ り，ス イ カ の 実と皮，プ リ

ン ス メ ロ ソ の 実 と皮 は ， そ れ ぞ れ プ リ ソ ス メ ロ ン 産毛抗

原 と 1種共通抗原 が 観察され た ．

　3） RAST 　inhibition　test ；こ よ る 検討

　 図 2 に 示 す よ う1こ ， 患者血 清 を ダ ニ 抗原で 処理 し た

RAST 　valuo は 約2500cpm で，患者血清未処理 の 約2400

cpm とほ ぼ 同値 で あ り，ダ ニ 抗原 に よる 抑 制 は か か ら

な か っ た，

　図 6 に 示す よ うに ，未処理 患者血 清で は RAST 　 value

は 約3800cpm で あ っ た が，ブ リ
’
v 　7・メ Pt ン の 産毛抗原

で 処理 す る と約 1000cpm
，皮抗原で 処理 す る と約670cpm，

実抗原で 処理 す る と 約600cpm，一
？ ス ク メ ロ ソ の 皮抗原

で 処理す る と約520cpm
， 実抗原 で 処理す る と約620cpm

とな り抑制 された が，ス イ カ の 皮抗原で は 約4000cpm ，

実抗原で は 約3900cprn と抑制 1・よか か らなか っ た．

考 案

　本症例 は プ リ ソ ス メ ロ ソ の 渠実を取 り扱 っ て い る時 に

の み 喘息発作が 起 こ り，花粉時期 とは
一

致 しな い の で ，

花粉に よ る喘息で ば な く，プ リ ソ ス メ 卩 ン 果 実衷 面 産毛

（図 7 の 矢印の 先）1こ よ る もの と考え，抗原を蚰出 し，

種 々 の 検討 を行 っ た，抗原 の 抽出法 に は，dextrose−phe −

nol 法 （DP 法），
　 Coca 法 ，

グ リ セ リ ン 法，
　 Stie「 法 ’

　 図 7 ．ブ リ ン ス メ p ン 果 実 表 面 の 産 毛 （矢 印 の 先

が 産 毛 を示 す ），

水抽出法 な どがあ るが
2｝
， 今回は ハウ ス ダス トや花粉類

の 抗原抽出に 良 く用 い られ る DP 法に て 抽 出 した ．こ

の 抽出液 は，ア レ ル ギ
ー
発症抗原以外 にほ か の 蛋自質を

多 く 含 ん で い る と 考 え られ る の で ， Lowry 法 に よ る 蛋

白量3・9mg ∫ml は 発症抗原量 を 表現 して い ない．今 回 の

報告で は，粗蛋白抽出液 の 抗原分析 お よび精製 は 行 っ て

い な い ．

　本症例 は HB 抗原陽性 で ある の で ， ア レ ル ギ
ー
疾患

の 確定診断 に 必 要 な PK 反 応 は 行 え ず ，　 RAST 法 の

み で 血 清中 の 特異的 IgE 抗体 を 証明 した ．　 RAST 法 は

1967年，Wide ら に よ り 開発 され た 血 清 中 特異 的 IgE

抗体 を in　vitro で 証 明 す る方法で
3）

， 手技 が 比 較的簡単

で ，工回 に 多量 の 検体を 測定で きる こ と，皮内反応，誘

発試験な ど と高 い 相関が ある こ と
4）’8）

な どか らア レ ル ギ

ー
性疾患の 診断 に 盛ん に 使用 され る よ うに な っ た，私 た

ち は 今同 ，Sepharose　4B に メ ロ ン 抗原 を coupling さ

せ ，
RAST 法 を 行 っ た．抗 rttの 強さ，血清中の IgE 抗

体量な どが 不明の た め ，患者血清を 5 種類 に 希釈 し Se−

pharuse　4B に coupling させ る メ ロ ン 抗 原 量 も 3種類用

意 し ，
RAST 法を行 っ た．結果は 先 に 述 べ た とお りで ，

Sepharose　4B　500mg に メ ロ ン 抗原 lmg を coupling さ

せ た もの ，患者血 清 は 1倍希釈で 反応 が 充分に で る こ と

が わ か っ た，王）Scpharose　4B −BSA で は 泓］
F300cpm で

あ っ た が ，
Scpharose　4B・メ ロ ン （1mg ）で は 約2700cpm

とな っ た，2）患者血清をメ 卩 ン 抗原 で 処理す る こ とに

ょ り，COUnt 数 が 約 1βに 低下 し， メ ロ ン 抗原 で 顕著な

RAST 　inhibitionが観察さ れ た．　1）　2）の 結果 よ り患者

血 清中に メ ロ ソ 抗原 と特異的 に反応す る IgE 抗体 の 存

在す る こ とが 証明され た と考え られ る．
．t

　
C‘
職業性喘息

”
の 診断をつ け るに は， 1）病歴で 喘息
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先件 乙 仕 事 の 内容 に 弐 ←　
1
あ 」 こ と，ま た ，脱 柔 匿　定

乃 害件拠 「罰を新 て 発 耳｝
−L

る こ と，2＞才 肖血，轟 1∴ 　喀

爽 の 好
駘

球増 加 が み られ る こ と，3） 皮 内反 応 賜性 て ら

る 二 と力竃必 要 と さ潮 て い る
9 】，　 こ こ で ‘まか の 職ゴ．｛生E

’一＿，

の
ノ

丙ま ℃ の 琉 菜 L，曲 （期 題 問 〉を み t と，万．三、鱗．毛

唱
墜’
三て は 2 −】7ケ で お こ り，　皇ご鞍 よ 5 年以内 に 発旨：

↓弓｝

，

ホ ヤ 喘 息で は 2 − 3 ヵ 月 か ら 5 年
m
， 玄 葭飼料 の 姦料 に

よ 」 職柔性濫磬で は 2 年
IL’「
，米樫 情 息 で A．早 β れ ば 1−

2 ヵ 月 ，大多数 は ユ年以 円
：3｝

， ナ ン サ ．で孔粉症 て ．大

ち 牧か 2 年以 9tli4》，ヒ カ ゲ ノ カ ，ヘフ 胙 亅 二 よ る 喘息 て 1よ

3年
b ’

，E’ancreati ！i に よ る 喘息 で ：謁 年
弓’

，実鹸 ’」動

物毛 〜
・
ル ギ ーで は i 宥前後

’”1
，そta ア レ ！L 罵

一’ ，よ1へ

t
一
掲 卑

均

， 一 ・救 噴 ア レ ル ギ
・
で tll 年

t“）

，　で于 コ 凝

培 の 喘 段 で は i − 5 年
：o冫

と 抗P、
コ
．“こ よ り 感作期 ： 「は さ ま ざ

ま ξの ろ．こ れ は r 豚 の 強 、の 達 い ， t　S，liの 暴 蠹L 閭 ，

患滋 自 才 ）感受性 の 違 し な ど に よ る もの と思わ しる．：i：

症 飽 1よ奢 ノ 皮5 年 で 発症 L 、 二 矛1 ．
き
感 rL 「三 ！ て よ充

分 と思 わ れ る．さて ，本紅 ン↓は，1） 柄 歴 で は，プ
．
丿 ン ス

ノ U ノ 果実 を 取 り鍬 う 時 の み ：こ 喘 畭発 1乍ガL 二 弓．智 、こ

ノ丶・・，戛｝勺
．・
　歪 」三

1一
発fFと な

’
）　職 暢力・ら 昧才しる こ と｝二 よ

ウ畷．皀言1藍状 P ヌ善 す ろ ・二 と，さ セ ほ か つ季 節 て em全禦 弖

こ っ な い 二 と ， 　ま ナこ 感作州 ］；遍が 5 年あ る・こ と，　2） 末植

好醜球 ，7 ・1三霧 と高い こ と，3）・メ ＝ γ むし掠皮内艮起．．−
1
湯

’
1．で あ る こ と、4）鼻 内誘 紹 コ℃敦 馴 佳 て あ る 二 と．5）

R真ST 」
：に ヒ り っを異∫r丿 lgE 抗体 　． E

’
］Elさ 才し ft二 こ ．と

どか ら，　
Ct

ブ リ v ス メ v ン
ノ
λ実表面産毛 流原 に よ る 職 7F

引噛 県
♪二

と診 臨 し，L・），4）．5）か り 1型 ア ン ル 91 一と診所

し 〜こ ．

　 次 に ほ か の
一
幾抗頃

1
．の ．1

’
　J
’
di抗厚llげ 鼻 ア レ ル ギ

ー患

齢5（，名 の 皮内々 応で柱訂し膏 革 ，そ の 結 渠，ダ ニ ，・・ウ

ス ダ ス i・の 混 入 ，あ・。　・L 丿、芝 机 原性 う；脈 わ 治 へ ．こ の

点 ｛ 検討す る た ｝ら，二

’・tj二を用 い て ，　RAST 　inhibltlon

を 1、つ た と こ ろ ， inhibitlon は か か ら す， しか も抗 メ 胃

ノ 血 清 に よ う 寒天免 厂 ：拡 屯 去 で もダ
’
＝ 抗原 との 間 に ；仏

沈降 ．浄　 へらイ ず，混 入あ る い 」 通．几原 lf｛7 定 ミれ・

　 次 に プ リ γ ．ス メ ロ ソ 果実産 毛抗原 と ， ス イ カ ，
マ ス 〃

メ ロ ン ，7 り γ ス メ Pt ン
『
そ れ ぞれ の 夷 と 皮 1こつ い て の 夫

通壬灯 琢性 一険 啣 し た が ．抗 メ P ノ 血 責を T｝い
．
丿 寄 迅 虻

払散法 で 汁 マ ス ク メ ロ ソ ，ブ リ ン
．
ス メ ロ ソ ，ス イ 刀 ，そ

れぞれ の 実 と皮 に 共 此 抗原 瓢 認 め られ ナ が ，皮内 テ ス ト

お よび R 、ST ［nhlbiLion 　 tes ： で は ス イ カ の 夫 と 五ヒに 陰

∠生て 。るr〕 た．　 こ の ．一兇 の 丿 っ
RAST 　inhibition　test が

a ！llcr．gen と し て り共 逢 坑 哢 性 を景 も よ く反 映 し て い る と

考 え られ る．

　 こ の 症 ｛殊 まブ リ ソ ス メ 戸 ン 産毛抗原 う
ー
掻 気遵的 に は い

；），；tlG ，u．を 起 こ すだげ で な く，
ブ リ ン

「
ス メ 卩 ソ の 9．の 液

っ こ玄膚 τ＿触れ て も蜑疔感 廴．己 こ 1．，マ ス ク メ ロ ン を食べ

て も膈碧 ）郵乍オ 起 こ る と い うこ とか ら，プ リ ソ ス メ ロ ソ

産毛抗原 で い つ た ん 感 1乍が 成立 し，そ の 後は これ らの 共

通虹 漂 ．こ よ ・って 生 じ た 1型 ア ン ル ギ
ー

て あ る こ とが 予想

さ れ る．つ ま うブ リ ソ ス メ ロ ン ［VLSて 」な く ゾ リ ン ス メ

ロ ソ ア ン ル ギ ー症 とい う べ きで あ ろ う． こ の よ うな 症例

は、そ ば ア レ ル ギ ーtS｝
，豪

「
勃ア レ ル ギ ー；G ）

　tsどで も報告

され て い て ，中村は 同
一

患者 に お い て もア し’ル ゲ ソ の 浸

入 状況 （経路，量，強 さ）， 潤体 の 反 ［：条仁 な ど に よ っ

て 気管支隔 は ，塩 ア レ ル ギ
ー，ア レ ル ギー

性粘藻炎 ， 蕁

  疹．ア レ ル ギー
性 胃勘 泣 な どを し 二 し得 る とい っ て い

る
止F’J．

　さ て ，植物 栽培 に 関連 し て 発ま す る職業世陥 暴 は ，花

紛に よ る もの ，胞了 に よ る もの
， 葉や果実の 表面 に つ い

て い る 産毛 に よ る もの な と r・一分け り れ 」 ．花粉証 は ア ン

サ イ
！4／’， リ ノ ゴ 鱒 ，ウ メ

尉
な ど多数 徹 告さ れ て い る．胞

了
・
；＿よ る もの と して は ， シ イ タ ケ 胞チ瑞息

23 ｝
が 報告 さ

カ ，産 毛 ｝こ よう も の と して ば ．彡：摘 み 喘 思
24 〕

，ヤ タ 栽培

名喘息
Lel2 一

の 2 極類 が根 告 さ カ （い る の 取 で あ り，プ i丿

γ ス メ ロ ノ 芽 灸云 曲 に 毛 に よ 」 もの は 籾 め て で あ ⇔ ．蓋

摘 み 喘 きで は ，茶 の 新芽の 裏に あ る 産毛 が 抗原 で あ り ，

キ ク 栽培者喘 巳で は ，キ ク の 葉の 峯 毛が抗涼 と さ れ て い

る．ハ ウ ス 内で の 花粉あ る い は 産毛 の 害 r軌 よ露地 戟培 に

比 べ て 高 くな っ て お り，感 1乍さ 勲 やす レ 状鬼 に な っ て い

る の で ， ハ ウ ス 栽培 が盛 ん に な る に つ れ て 増 々 増加 して

い くもの と思 わ れ る．

　 な
3 ・
，職業 ア レ ル ギ

ー
の 治 漬 り 騨 1iは ，抗 原 ［削避 て あ

」 が．現実的 に は 長 年 に わ た っ て 同 じ仕事 を 続け て い る

の て イ耐 能な こ と が 釦 t／　・・．本 症胸 は プ リン ス メ ロ ン 果実

辛 毛抗 源 10
−P

蔽か ら 舐感作
‘
と 臨始 し t お り，　シ

…
ズ ソ

ll は 燕 昏 作 を 中 止 1−．，現在 10
”6

濱 まて 増 崋中 で あ る が ，

減感作 の 効果 柔寅 だ 著明 で な い ．ユ．に 増 量予定 で あ る．

ま と め

　プ 」 ソ ス メ ロ ン 栽培者 の 中 に
，

ブ ジ ン ス メ 卩 ソ 果 起酔

毛1こ よ る職楽性嘴 忌 と思 わ れ る 症例 を 見 い ≠三し ，
LS　 ET

は ，1）ハウ ス 内 で プ リソ ス メ ロ ソ 果実 を取 り扱 う時 の
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132 T ！jtt’ス
’

「でン
’一一

レ
．
レ ；、

み に 騒．亡発作 が 起 こ る ：二 と， 2） メ 卩 ン 毛涼 皮ド反応陽

性 で あ る こ と， 3）鼻宀誘先試 挟 賜性 で あ る こ と，4）

RAST 法 に ょ り特 異的 IgE 抗舜
．5 「 明 され 1＿こ と な ど

か ら 1型 ア ル レ ギー
に よ る職 業 ｛生瑞息て あ る こ と を 確 託1

した．さ ら に ダ ニ ，ブ リ ン ス メ ロ ン の 実 と皮 ，ス イ カ の

実 と皮に つ い て の 共 通 航 象性 を ，皮 内反応，寒天免鼓拡

散 I」、， RAST 　inhibition　test な ど 1’こ よ 獅 ・討 した 結果，
マ ス ニ7 メ ロ ン の 実 と皮 に 共 通 抗 原 性 を 認 め た．
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PRINCE  MELON  ALLERGY

          Kaoru  Tosaka, Keisuke  Masuyama  and  Takeru  Ishikawa

DePartment  of Oto-rhino-taryngotogy, Kumamote  Lbeiversity, Schoet  ofMedicine
                            Kosuke  Oka

Shida Hospi'ta4 Kumamoto  City

    
'l'he,

 
'`Prince

 Melon'', a  soTt  ef  honey  dew, is {ntensively cultivated  in the  KuTnamoto  district. We  found  a

patient who  was  inyolyed  in Lhe  cultivatiens  of  the  melens  and  who  had  suffered  from  astbmatic  attacks  every

sprlng  season  for 7 years, The  season  when  the  attacks  took  place was  coincident  with  the  me]on-harvest  time

but  not  rhe  flowering season.  Antigen  extraction  was  performed  from  the  hair-Ilke substances  of  the  melon  skin,

Skin  test threshold  of  the  patient was  IO- iO dilution. Provocation test was  positive, RAST  valuc  of  the  patient's
serum  was  extreinely  high, and  the  value  was  maTkedLy  loweTed  hy preincubat}on of  the  seTum  with  uncoupled

eriginal  antigen.  Rabbit antiserum  tD the  meien  extract  showed  2 preclpitating lines to the  ant{gen  by  agar

immunodiffusion. Results of  rolltine  skin  test lnc}uding  the  melon  te all  the  ether  patients whe  visited  our  c}inic

indicated relative  coincEdence  of  the  positiye skin  test to the  melon  and  mite  antigen,

    Howevcr.  by  the  melon  RAST  inhibition test and  agar  immunodiffusion test with  the  mite,  no  inhibition

er  cro-ss-Tcactivity  was  observed,  The  results  show  that  the  asthmatic  attacks  were  provoked by Type  I allergy  of

inhalcd melon  sk!n  substance,  Cross-reactivity among  the  
`tPrince

 Melon'', waterme}on,  and  rnuskmelon  was

observed  by agar  immunodiffusien, skin  test and  RAST  inhibition test,
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